
月１５日号

No.925

information

平成２５年 

お知らせ版

１１

　本市の復興土地区画整理事業は、これまでに高田地区の高台地区と今泉地区の先行地区において、岩手

県知事から事業認可を受け、一部で造成工事が始まっています。

　このたび、平成２６年２月の事業認可を目指しているかさ上げ部および平地部を含めた全体区域につい

て、事業計画案等の説明会を開催します。

　また、このことに伴う事業計画変更案の縦覧を以下のとおり行います。

日　時

　１１月２８日（木）午後７時から

　１２月　１日（日）午後７時から　※２日間の内容は同一です。

会　場

　高田小学校体育館（駐車場：高田小学校校庭）　※上履きを持参してください。

内　容

　高田地区及び今泉地区被災市街地復興土地区画整理事業の事業計画案等について

　・土地利用計画（案）、設計の概要（平均減歩率など）、工事スケジュール、縦覧など

縦　覧

　１　縦覧案件

　　　（１）陸前高田都市計画 高田地区被災市街地復興土地区画整理事業計画の変更案について

　　　（２）陸前高田都市計画 今泉地区被災市街地復興土地区画整理事業計画の変更案について

　２　縦覧期間　１２月３日（火）～１２月１６日（月）

　　　　　　　　土・日曜日、祝日を含む午前８時３０分～午後５時１５分

　３　縦覧場所　市役所４号棟第４会議室

　４　意見書の提出期間　１２月３日（火）～１２月３０日（月）※郵送の場合、当日消印有効

　５　意見書の提出先　〒０２０－８５７０（住所不要）岩手県県土整備部都市計画課

　詳しくは、都市計画課区画整理係（内線４４２、４４３）まで。

気仙町今泉地区（先行地区） 高田町鳴石地区（高台地区）

高田地区・今泉地区被災市街地復興
土地区画整理事業等説明会のお知らせ

高田地区・今泉地区被災市街地復興
土地区画整理事業等説明会のお知らせ

日時

会場

内容

縦覧



２０１３年（平成２５年）１１月１５日号　②

   　

 

　

市
議
会
議
員
と
し
て
昭
和

58
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の

７
期
28
年
に
わ
た
り
、
特
に

も
、
平
成
５
年
か
ら
建
設
常

任
委
員
長
、
平
成
11
年
か
ら

産
業
経
済
常
任
委
員
長
、
平

成
13
年
か
ら
総
務
常
任
委
員

長
を
歴
任
し
、
市
勢
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

市
議
会
議
員
と
し
て
平

成
11
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で

の
３
期
12
年
に
わ
た
り
、
特

に
も
、
平
成
17
年
か
ら
平

成
19
年
に
か
け
て
教
育
民

生
常
任
委
員
長
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
に
参
与
し
、
市

勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

   　

 

　

統
計
調
査
員
と
し
て
昭
和

53
年
か
ら
現
在
ま
で
の
35
年

間
に
わ
た
り
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
調
査
に
従
事
し
、
調
査
の

重
要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て

十
分
認
識
し
、
迅
速
な
報
告

に
努
め
、
重
要
な
調
査
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

   　

 

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
昭
和
61
年
か
ら
現
在
ま
で

の
27
年
間
に
わ
た
り
、
高
齢

者
を
は
じ
め
障
が
い
者
等
に

対
す
る
相
談
・
援
助
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
地

域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

   　

 

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
平
成
２
年
か
ら
現
在
ま
で

の
23
年
間
に
わ
た
り
、
高
齢

者
を
は
じ
め
障
が
い
者
等
に

対
す
る
相
談
・
援
助
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
地

域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。　

   　

 

　

市
議
会
議
員
と
し
て
平
成

７
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の

４
期
16
年
に
わ
た
り
、
特
に

も
、
平
成
13
年
か
ら
平
成
15
年

に
か
け
て
産
業
経
済
常
任
委

員
長
、
平
成
16
年
か
ら
平
成
23

年
に
か
け
て
産
業
建
設
常
任

委
員
長
を
歴
任
し
、
市
勢
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

統
計
調
査
員
と
し
て
昭
和

49
年
か
ら
現
在
ま
で
の
39
年

間
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
調
査

に
従
事
し
、
調
査
の
重
要
性
・

必
要
性
に
つ
い
て
十
分
認
識

し
、
迅
速
な
報
告
に
努
め
、

重
要
な
調
査
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

   　

 

　

市
教
育
委
員
と
し
て
平

成
15
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で

の
７
年
間
に
わ
た
り
、
特

に
も
、
平
成
16
年
か
ら
は
教

育
委
員
長
と
し
て
、
本
市

教
育
行
政
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
、
教
育
の
振
興

と
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

   　

 

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
平
成
元
年
か
ら
現
在
ま
で

の
24
年
間
に
わ
た
り
、
高
齢

者
を
は
じ
め
障
が
い
者
等
に

対
す
る
相
談
・
援
助
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
地

域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

   　

 

　

昭
和
45
年
に
入
団
以
来
、

37
年
間
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
精
励
し
、
優
れ
た
統
率
力

と
旺
盛
な
責
任
感
の
も
と
矢

作
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
団

員
の
指
導
育
成
や
組
織
の
強

化
、
地
域
住
民
へ
の
防
火
思

想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

自
治
功
労

（
市
議
会
議
員
）熊

くま

 谷
がい

 賢
けん

 一
いち

 さん（６２）

米崎町字樋の口

自
治
功
労

（
市
議
会
議
員
）荒

あら

 木
き

 眞
まさ

 幸
き

 さん（70）

気仙町字福伏

自
治
功
労（統

計
）村

むら

 上
かみ

 明
あけ

 美
み

 さん（７１）

横田町字志田実

民
生
功
労

（
社
会
福
祉
）岡

おか

 田
だ

 耕
こう

 一
いち

 さん（７６）

高田町字法量

民
生
功
労

（
社
会
福
祉
）菅

すが

 原
わら

 由
ゆ

美
み

子
こ

 さん（７４）

米崎町字松峰

自
治
功
労（統

計
）岡

おか

 田
だ

 憩
れい

 子
こ

 さん（７２）

高田町字大隅

教
育
文
化
功
労

（
教
育
行
政
）村

むら

 上
かみ

 サ キ さん（７３）

高田町字大隅

民
生
功
労

（
社
会
福
祉
）熊

くま

 谷
がい

 征
せい

 子
こ

 さん（７４）

米崎町字樋の口

治
安
功
労（消

防
）菅

かん

 野
の

 房
ふさ

 雄
お

 さん（６２）

矢作町字清水

自
治
功
労

（
市
議
会
議
員
）菅

かん

 野
の

 日
ひ

出
で

男
お

 さん（６５）

米崎町字高畑

長年の功績を たたえ １２人が晴れの受賞
ほど決まり、自治、教育文化、民生、治安の部門で１２人が表彰されました。

長年の功績を たたえ １２人が晴れの受賞



③

叙勲・褒章おめでとうございます
各分野で地域に貢献された１５人が受章されています。

（平成２２年秋～２５年春）

叙勲・褒章おめでとうございます

   　

 

　

昭
和
49
年
に
入
団
以
来
、

31
年
間
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
精
励
し
、
優
れ
た
統
率
力

と
旺
盛
な
責
任
感
の
も
と
高

田
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
消

火
訓
練
等
に
取
り
組
み
、
地

域
住
民
へ
の
火
災
予
防
思
想

の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

平
成
６
年
か
ら
平
成
24
年
ま

で
の
18
年
間
に
わ
た
り
、
交
通

指
導
員
と
し
て
小
学
校
で
の
交

通
安
全
教
室
や
街
頭
指
導
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
交

通
安
全
指
導
・
思
想
の
普
及
を

推
進
す
る
な
ど
、
交
通
事
故
防

止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

市
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
62
年
か
ら
平
成
19
年
ま

で
の
５
期
20
年
に
わ
た
り
、

特
に
も
、
平
成
15
年
か
ら

は
副
議
長
を
務
め
ら
れ
、

地
方
自
治
に
参
与
し
市
勢

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

   　

 

　

消
防
団
員
と
し
て
昭
和
25

年
か
ら
昭
和
63
年
ま
で
の
38

年
間
に
わ
た
り
、
消
防
業
務

に
精
励
し
、
優
れ
た
統
率
力

と
旺
盛
な
責
任
感
の
も
と
米

崎
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
地

域
住
民
の
防
火
思
想
の
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

市
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
54
年
か
ら
平
成
11
年
ま
で

の
５
期
20
年
に
わ
た
り
、
特

に
も
、
平
成
７
年
か
ら
は

市
議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
、

地
方
自
治
に
参
与
し
市
勢

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

   　

 

　

昭
和
62
年
か
ら
平
成
20
年

ま
で
の
21
年
間
に
わ
た
り
、

市
農
業
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

平
成
11
年
か
ら
は
農
業
委
員

会
会
長
と
し
て
、
農
地
の
適

正
な
活
用
を
推
進
し
、
農
業

行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

   　

 

　

消
防
団
員
と
し
て
昭
和
37

年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
の
41

年
間
に
わ
た
り
、
消
防
業
務

に
精
励
し
、
平
成
11
年
か
ら

は
市
消
防
団
長
と
し
て
、
優

れ
た
統
率
力
で
団
員
の
士
気

高
揚
に
努
め
、
消
防
使
命
の

達
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

消
防
団
員
と
し
て
昭
和
32

年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
の
37

年
間
に
わ
た
り
、
消
防
業
務

に
精
励
し
、
優
れ
た
洞
察
力

と
強
い
責
任
感
の
も
と
気
仙

分
団
長
、
市
副
団
長
を
歴
任

さ
れ
、
市
民
生
活
の
安
全
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
）

治
安
功
労

（
交
通
安
全
）熊

くま

 谷
がい

 武
たけ

 夫
お

 さん（８０）

高田町字太田

治
安
功
労（消

防
）鈴

すず

 木
き

 正
まさ

 春
はる

 さん（６３）

横田町字三日市

吉
よし

 田
だ

長
ちょう

七
しち

 さん（８２）

米崎町字地竹沢

佐
さ

 藤
とう

 藤
とう

 治
じ

 さん（８４）

小友町字獺沢

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
）

金
こん

 野
の

 榮
えい

 次
じ

 さん（７６）

高田町字中和野

菅
かん

 野
の

 　 進
すすむ

 さん（７６）

横田町字舞出

旭
日
単
光
章

（
農
業
振
興
）

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
）

熊
くま

 谷
がい

 嘉
か

 一
いち

 さん（７７）

気仙町字二日市

丹
たん

 野
の

 紀
きみ

 雄
お

 さん（７０）

高田町字鳴石

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
）

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
）

平
成
22
年
秋

平成２５年市勢功労者

本市発展のため、長年貢献された方々を顕彰し功績をたたえる市勢功労者がこの

表彰式は１１月２０日、キャピタルホテル１０００で行われました。

長年の功績を

平
成
23
年
春

平
成
22
年
秋

平
成
23
年
春

平
成
23
年
秋

平
成
24
年
春

長年の功績を



２０１３年（平成２５年）１１月１５日号　④

　

叙
勲
は
国
家
ま
た
は
社
会
に

対
す
る
功
労
者
を
対
象
に
、
国

が
旭
日
章
ま
た
は
瑞
宝
章
の
い

ず
れ
か
を
毎
年
春
と
秋
に
授
与

す
る
こ
と
で
、
栄
典
の
ひ
と
つ
。

叙
勲
の
う
ち
、「
旭
日
章
」
は
顕

著
な
功
績
を
上
げ
た
人
、「
瑞
宝

章
」
は
公
共
的
業
務
に
長
年
従

事
し
て
き
た
人
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

藍
綬
褒
章
は
教
育
、
医
療
、
社

会
福
祉
、
産
業
振
興
な
ど
の
分

野
で
公
衆
の
利
益
に
供
し
た
者
、

ま
た
は
保
護
司
、
民
生
・
児
童

委
員
、
調
停
委
員
な
ど
の
事
務

に
尽
力
し
た
人
を
対
象
と
す
る

も
の
で
す
。

   　

 

　

消
防
団
員
と
し
て
昭
和
22

年
か
ら
昭
和
58
年
ま
で
の
36

年
間
に
わ
た
り
、
消
防
業
務

に
精
励
し
、
優
れ
た
洞
察
力

と
強
い
責
任
感
の
も
と
竹
駒

副
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
市

民
生
活
の
安
全
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

   　

 

　

昭
和
40
年
に
市
消
防
職
員

と
し
て
入
職
以
来
、
39
年
間

に
わ
た
り
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
退
職
後
は
地
域
の
自

主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

や
運
営
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

   　
 

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
30
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で

の
58
年
間
に
わ
た
り
、
農
林

業
セ
ン
サ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
調
査
に
従
事
し
、

精
度
の
高
い
調
査
票
の
作
成

に
努
め
、
地
域
社
会
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

昭
和
54
年
に
盛
岡
保
護
観

察
所
保
護
司
に
任
命
さ
れ
て

以
来
、
対
象
者
の
相
談
に
応

じ
な
が
ら
指
導
・
助
言
を
行

う
と
と
も
に
、
犯
罪
予
防
活

動
へ
積
極
的
に
参
加
を
し
な

が
ら
、
地
域
の
福
祉
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

   　

 

　

昭
和
41
年
に
市
消
防
職
員

と
し
て
入
職
以
来
、
42
年
間

に
わ
た
り
、
特
に
も
、
平
成

15
年
か
ら
は
消
防
指
令
長
と

し
て
、
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
し
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
り
続
け
て
き
ま
し

た
。

   　

 

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
33
年
か
ら
現
在
ま
で
の
55

年
間
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
調
査

に
従
事
し
、
精
度
の
高
い
調

査
票
の
作
成
に
努
め
、
地
域

社
会
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

   　

 

　

統
計
調
査
員
と
し
て
昭
和

29
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の

57
年
間
に
わ
た
り
、
漁
業
セ

ン
サ
ス
調
査
員
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
調
査
に
従
事
し
、

精
度
の
高
い
調
査
票
の
作
成

に
努
め
、
地
域
社
会
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   　

 

　

平
成
５
年
に
盛
岡
地
方
裁

判
所
等
の
民
事
調
停
委
員
に

任
命
さ
れ
て
以
来
、
実
状
に

合
っ
た
解
決
策
を
考
え
る
た

め
に
、
当
事
者
の
言
い
分
や

気
持
ち
を
十
分
に
聴
い
て
調

停
を
進
め
、
事
案
の
解
決
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

   　

 

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
29
年
か
ら
現
在
ま
で
の
59

年
間
に
わ
た
り
、
農
林
業
セ

ン
サ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
調
査
に
従
事
し
、
精

度
の
高
い
調
査
票
の
作
成
に

努
め
、
地
域
社
会
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
叙
勲
、
褒
章
と
は
？

小
こ

 松
まつ

 三
みつ

 生
お

 さん（６９）

高田町字荒沢

菅
かん

 野
の

 忠
ちゅう

 孝
こう

 さん（８３）

竹駒町字相川

瑞
宝
単
光
章

（
危
険
業
務
）

岩
いわ

 﨑
さき

 健
けん

 二
じ

 さん（７２）

米崎町字西風道

村
むら

 上
かみ

 章
しょう

 吾
ご

 さん（８３）

矢作町字二又

瑞
宝
双
光
章

（
更
生
保
護
）

瑞
宝
単
光
章

（
統
計
）

船
ふな

 田
た

 昭
しょう

 一
いち

 さん（８３）

横田町字西宿

志
し

 田
だ

 信
しん

 一
いち

 さん（６５）

広田町字田端

瑞
宝
単
光
章

（
統
計
）

瑞
宝
単
光
章

（
危
険
業
務
）

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
）

村
むら

 上
かみ

 温
たず

 代
よ

 さん（６６）

矢作町字諏訪

佐
さ

 藤
とう

 孝
たか

 夫
お

さん（享年８０）

小友町字獺沢

藍
綬
褒
章

（
調
停
委
員
）

藍
綬
褒
章（統

計
）

菊
きく

 池
ち

 義
よし

 人
と

 さん（７９）

矢作町字坂下

藍
綬
褒
章（統

計
）

平
成
24
年
春

平
成
24
年
秋

平
成
24
年
秋

平
成
25
年
春

平
成
25
年
春

平
成
25
年
春

平
成
24
年
秋

平
成
24
年
秋

平
成
25
年
春

（故）



⑤

小友町９・１０区、広田町１２・１３区

モビリア・矢の浦公民館仮設住宅

広田町１～３区

広田小学校仮設住宅

広田町４～６区

広田町７・８区

広田町９～１１区

広田水産高校グランド仮設住宅

小友町１～３区

財当・三日市・柳沢地区仮設住宅

小友町４・５区

広田町１４区、長洞地区仮設住宅

小友町６・７区

小友町８区、広田町１５区

米崎町１・２区

米崎中学校仮設住宅

米崎町３～４区乙

西風道・高畑・和方地区仮設住宅

米崎町５区甲～７区

米崎小学校・和野地区仮設住宅

米崎町８区甲～１１区

佐野・堂の前地区仮設住宅

広田・小友・米崎・髙田町在住で指定日に受診
できない人

高田町１区甲～５区

高田町１７区、栃ヶ沢地区仮設住宅

高田町６～９区、１６区

第一中学校仮設住宅

高田町１０～１２区乙

サンビレッジ・大隅・中和野・西和野地区仮設住宅

高田町１３～１５区

太田地区・髙田高校第２グランド仮設住宅

指定日に受診できなかった人

小友コミセン

モ  ビ  リ  ア
（センターハウス）

喜多公民館

米崎コミセン

米崎コミセン

竹駒コミセン

１１月２５日（月）

１１月２６日（火）

１１月２７日（水）

１１月２８日（木）

１１月２９日（金）

１１月３０日（土）

１２月　２日（月）

１２月　３日（火）

１２月　４日（水）

１２月　５日（木）

１２月　６日（金）

１２月　８日（日）

１２月　９日（月）

１２月１０日（火）

１２月１１日（水）

１２月１２日（木）

１２月１３日（金）

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

　９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

月　日 対　 象　 地　 区 受  付  時  間 会　　場

　特定健康診査等・がん検診を下記日程表（後期分）のとおり実施します。10 月実施の健診を受診でき

なかった人は都合の良い日時に受診してください。

　また、無料大腸がん検診の希望者は、“検体採便容器”が健康推進課にありますのでお申し出ください。

問い合わせ先　健康推進課保健係（内線２４０、２４１）

特定健康診査・高齢者健康診査（被災者健康診査）・がん検診のお知らせ

特定健康診査等日程表（後期分）

問い合わせ先



２０１３年（平成２５年）１１月１５日号　⑥

■水道事業の概要

国庫補助金

1,323 万円
（3.6％）

水道料金
メーター使用料

25,626 万円
（69.9％）

その他の支出

8,449 万円（10.4％）

収
入
収
入

支
出
支
出

収
入
収
入

支
出
支
出

収益的収支収益的収支

総収入３６,６８６万円
－総支出＝４０,６８２万円＝△３,９９６万円（純損失）

資本的収支資本的収支

企業債元金償還金

21,017 万円
（65.1％）

国庫補助金

517万円（6.7％）

他会計補助金

5,009 万円
（13.7％）

市有物件災害共
済会災害見舞金

0万円（0％）

分岐手数料など

3,916 万円（10.6％）
その他の収入

812万円（2.2％）

人件費 4,965 万円
（10.5％）

委託料 1,064 万円
（5.2％）

修繕費

3,329 万円
（25.4％）

減価償却費

15,052 万円
（31.1％）

企業債

3,090 万円
（39.8％）

他会計補助金

2,858 万円
（36.8％）

建設改良費

11,034 万円
（34.2％）

企業債元金償還金

21,017 万円
（65.1％）

建設改良費

11,034 万円
（34.2％）

※グラフの中の金額はすべて消費税および地方消費税を除いています。

平成２４年度の減価償却などで補てんする額…２４,５２９万円

不足
する額

（※４）

企業債利息

5,793 万円
（14.2％）

水道料金
メーター使用料

25,626 万円
（69.9％）

人件費 4,965 万円
（10.5％）

修繕費

3,329 万円
（25.4％）

減価償却費

15,052 万円
（31.1％）

（※４）

企業債利息

5,793 万円
（14.2％）

動力費 2,030 万円
（3.2％）

工事補償金など

1,299 万円（16.7％）

国庫補助返還金

242万円（0.7％）

　

収
入
は
、
給
水
収
益
が
大
幅
に
増
加
し
た
も
の

の
、
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
と
一
般
会

計
補
助
金
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
よ
り
約
７
，

６
１
３
万
円
少
な
い
約
３
億
６
，
６
８
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

支
出
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
が

減
少
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
よ
り
約
５
，
９
３
０
万
円

少
な
い
約
４
億
６
８
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
の
純
損
失
は
約
３
，
９
９
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
は
、
主
に
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助

金
や
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
た
補
助
金
、
負
担
金

等
で
、
４
，
６
７
４
万
円
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
企
業

債
は
、
新
た
に
３
，
０
９
０
万
円
を
借
り
入
れ
、
年
度

末
残
高
は
約
20
億
３
，
２
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
は
、
建
設
改
良
費
と
企
業
債
元
金
償
還
金
で
す
。

主
な
工
事
と
し
て
は
、
水
源
地
の
ポ
ン
プ
更
新
の
設
備

工
事
、
配
水
管
移
設
工
事
、
布
設
替
工
事
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

収
入
の
不
足
分
は
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

※（　 ）内は平成２３年度比

給  水  人  口　１５, ５９１人　（△ １７３）

給 水 世 帯 数　　５, ４２８戸　（＋　 １９）

水 道 普 及 率　　　８１. ０％　（＋　０．１）

年間総配水量　　１７５. ６万㌧（＋２２．０）

有  収  水  量　　１１９. ９万㌧（＋５７．３）

有 　 収 　 率　　　６８. ３％　（＋２７．５）

　　　　　　　※有収水量＝水道メーターを通った水の量

　平成２４年度の水道事業会計決算の状況

をお知らせします。水道事業は、公営企業

（※１）として、市の会計から独立した経

理処理をしており、事業運営を行うための

「収益的収入・支出」（※２）と、建設工事

を行うための「資本的収入・支出」（※３）

に分かれています。

収
益
的
収
支

（
水
道
事
業
の
運
営
に
関
す
る
も
の
）

資
本
的
収
支

（
建
設
改
良
工
事
に
関
す
る
も
の
）

水道事業の決算状況を報告



⑦

平成２４年度の主な建設改良事業検針のお知らせをご確認願います！

○水道の使用開始や中止などの手

続き、水道料金に関すること

業務係（内線４２１・４２２）

○漏水事故や水道工事、水質管理

に関すること

工務給水係（内線４２３・４２４）

【
用
語
解
説
】

※
１　

公
営
企
業
＝
行
政
で
運
営
す

る
事
業
の
う
ち
、
企
業
会
計
で
独
立

し
て
運
営
さ
れ
る
も
の
。
公
立
病
院

や
公
営
市
場
な
ど
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。

※
２　

収
益
的
収
入
・
支
出
＝
水
道

料
金
な
ど
の
収
入
と
安
全
な
水
を
つ

く
り
、
家
庭
に
届
け
る
た
め
の
費
用
。

※
３　

資
本
的
収
入
・
支
出
＝
国
か

ら
の
借
入
金
や
そ
の
返
済
費
用
、
建

設
事
業
に
か
か
る
費
用
。

※
４　

減
価
償
却
費
＝
水
道
施
設
の

価
値
が
時
間
を
経
て
減
少
す
る
と
仮

定
し
、
そ
の
減
少
分
を
耐
用
年
数
に

基
づ
き
費
用
化
し
た
も
の
。

（
現
金
の
支
出
が
伴
わ
な
い
費
用
）

水道管は、気温がマイナス４℃ぐらいまで下がると凍結します。

長期不在の場合や就寝の際などは水抜きを行い、凍結を防止しましょう。

・和野高区水系配水管新設工事…………………２, ２４７万円

・配水管布設替工事（仲の沢工区）……………１, １６６万円

・配水管布設工事（大隅工区）…………………１, ００５万円

・高田配水池次亜注入設備改良工事  ………………６３０万円

・三陸道整備に伴う送配水管移設工事  ……………４９４万円

・配水管本復旧工事  …………………………………４２７万円

・配水管布設工事（要谷工区）………………………４２７万円

・森林管理道雪沢松の倉線開設工事に伴う配水管移設工事…３８３万円

・市道中和野４号線道路改良事業に伴う配水管移設工事…２８９万円

・配水管布設替工事（谷地前工区）…………………２４２万円

・金成水源地取水ポンプ No.２更新工事……………１４４万円

・荒沢加圧ポンプ場送水ポンプ No.２更新工事……１２９万円

水抜栓の操作方法

■手動式の場合

１　ハンドルを右（時計回り）に回して水抜栓を閉める。

２　蛇口を全開にして管の中の水を排出する。

３　蛇口をしっかりと閉める。

※　水抜栓を中途半端に開閉すると、水が地下に流れ続ける場合が

　あるので、開閉の際は、ハンドルが止まるまで回してください。

■電動式の場合

　操作マニュアルに従って操作してください。

　アパートなど賃貸物件で操作方法が分からない場合は、大家さんや管理人さんに操作方法を確認

してください。

凍結させてしまった場合は

１　露出している管や蛇口などにタオルなどを巻き、お湯をゆっくりかけて水道管を温めてください。

※　水道管に直接熱湯をかけると破裂の原因になりますので注意してください。

２　それでも水が出ない場合は、指定給水装置工事事業者に依頼してください。

　　なお、解凍費用は自己負担となります。

　メーターの検針は毎月上旬に水道事

業所が委託する陸前高田市シルバー人

材センターの検針員が巡回して行って

います。

　検針の済んだ世帯や建物には「ご使

用水量等のお知らせ」を置いていきま

すので、使用水量と水道料金等を「お

知らせ」によりご確認願います。検針

した水量が普段の月に比べて多いとき

は、漏水等の可能性がありますので、

水道事業所までお問い合わせくださ

い。

水道に関する問い合わせは

冬期の水道管の凍結にはご注意を！

安全・安心・安定！陸前高田市

開 閉



２０１３年（平成２５年）１１月１５日号　⑧

　東日本大震災以降、市内外から善意の寄附金が多数寄せられ、市ではこれを原資とし

て「陸前高田市子どもの学び基金」を創設し、返還不要の支援金を給付して、子どもた

ちの生活支援、就学支援を行っています。

　今回、寄付金の増に伴い、支援金の内容を改正したので、以下のとおりお知らせします。

改正内容

・定期金の増額

・一時金の新設（小学校卒業時、中学校卒業時、高等学校卒業時、児童養護施設退所時）

対象　　東日本大震災津波により、両親（父子または母子家庭であった場合はその親）

　　　が死亡し、または行方不明となっている児童生徒

　　　　不明な点や申請方法など、詳細については学校教育課学務係にお問い合わせく

　　　ださい。

問い合わせ先　 学校教育課学務係（内線２８１）

小学校 月額 １０,０００

改　定

月額 ２０,０００

終　了

新　設

給　付　額（円）
備　考

改正前 改正後

中学校 月額 １０,０００ 月額 ２０,０００

高等学校 月額 １０,０００ 月額 ２０,０００

開始時
（平成２４年度１回限り給付）

１２０,０００

小学校卒業時 ５０,０００

中学校卒業時 １００,０００

高等学校卒業時 １５０,０００

児童養護施設退所時 １５０,０００

定　

期　

金

一　

時　

金

陸前高田市子どもの学び基金
支援金の改正について

陸前高田市子どもの学び基金

改正内容

対象

問い合わせ先



⑨

　市教育委員会では、震災により家庭や地域の環境が変化する中、様々な困難の中で子育てを続ける保護

者や子どもに対してのサポートの在り方や関わり方について理解を深め、また、自分自身が心穏やかに生

活するためについて考える講演会を開催します。

日時　　１２月１４日（土）午前１０時～正午（開場　午前９時３０分）

会場　　市役所第４号棟第６会議室

　　　　※駐車場は第一中学校下、市役所職員駐車場をご利用ください。

参加料　　無料

申込方法　　事前に電話で申し込みください。

申込締切　　１２月６日（金）

講師　　上智大学特任教授　上智大学グリーフケア研究所　特任所長　髙木　慶子氏

申込／問い合わせ先　

　生涯学習課生涯学習係（内線２５６）　担当　佐々木

　E-mail：syogai@city.rikuzentakata.iwate.jp 

　熊本県生まれ。聖心女子大学文学部心理学科卒業。

上智大学神学部博士課程前期終了。博（宗教文化）

　現在、上智大学特任教授、同大学グリーフケア研

究所特任所長。「生と死を考える会全国協議会」会長。

「兵庫・生と死を考える会」会長。援助修道会会員。

　２０年来ターミナル（終末期）にある人々のスピ

リチュアルケアおよび悲嘆にある人々（家族や親し

い友人を亡くした人）のグリーフケアに携わる。講

演会、テレビで活躍中。

　著書に『悲しみは、きっと乗り越えられる』（大

和出版）、『大切な人をなくすということ』（ＰＨＰ

出版）、『悲しみの乗り越え方』（角川書店）、『悲し

んでいい』（ＮＨＫ出版）、『グリーフケア入門』（勁

草書房）、『喪失体験と悲観―阪神淡路大震災で子供

と死別した３４人の母親の言葉』（医学書院）他多

数出版。

家庭教育講演会参加者募集！

～働く親のための教室 コミュニティカレッジ～

講 師 紹 介

家庭教育講演会

「悲しみは、きっと乗り越えられる」

申込方法

申込／問い合わせ先

参加料

申込締切

日時

会場

講師



２０１３年（平成２５年）１１月１５日号　⑩

　陸前高田市まちづくりプラットフォームは、地域の連携や協働を生み
出すための、市内外さまざまな団体のネットワーク組織です。　
　「陸前高田の復興・まちづくり」に関して、市内で行われているさま
ざまな取り組みの情報をまとめて、共有と発信を行っています。
　このコーナーでは、分野ごとの取り組みの紹介や、皆さんが利用・活
用できる情報をお届けします。

　人は誰かとつながり、語り合うことでお互いの心を

支え合っています。市民はもちろん、保健・福祉・医

療の現場で活動する団体、専門家、市役所の関係各課

で構成する「未来図会議」では、このことを伝えてい

くため、「はまってけらいん かだってけらいん」運動を

  米崎町にあるコミュニティ広場・再生の里ヤルキタウン
は、さまざまなコミュニティづくりのための活動を行っ
ています。タウン内に設置されている「コミュニティキ
ッチン」は、地域の皆さんが集まり、料理を通じた交流
の場として利用することができます。
　料理を作る楽しみ、食べる喜び ･･･

　花巻を拠点に、内陸に避難している皆さんのサポート

と現地での支援活動をしています。内陸では避難者の皆

さんへのケアとして、花巻市・社協・保健センターとの

4 者会議を設け、「気掛かり世帯サポート」というチー

ムが活動しています。

陸前高田市まちづくりプラットフォーム　事務局　☎（４７）４７７６　ＦＡＸ（４７）４７７８

情報がたくさんつまったウェブサイトはこちら！　http://rikuzentakata-mpf.org　　

【スポーツ・文化でつながる】

ＮＰＯ総合型りくぜんたかた

【本でつながる】

陸前高田市立図書館

　現在、各所で「コミュニティ」や「つながり」が重要視されています。コミュニティセンターや市
民講座、サークル活動などを基盤とした従来からのつながりと、震災以降に生まれた新しいつながり。
幅広い分野ですが、その活動の一部を紹介します。

　小友町のモビリアを拠点に、仮設住宅の見守りをはじ

めとする自立支援活動を行っています。八起足湯では、

モビリア仮設住宅だけでなく、小友町をはじめ、市内６

町の仮設住宅で活動をスタートさせました。参加者同士、

☎（４７）４７２０

月～金曜日 １０：００～１７：００

☎（５４）３２２７

火～日曜日 ９：００～１７：００

スポーツを通じて、心も身体も元気に！市民自ら「誰でも、
いつでも集える場や機会を作る」ための各種企画サポートを
行います。

図書館は、どなたでも無料で利用できます。皆さんの「読み
たい」「調べたい」を応援します。水曜の午後は、井戸端図書
館があり、お茶やおしゃべりも楽しめる時間になっています。

提唱し、広げています。日

頃のちょっとした挨拶や声

掛けも立派な〝はまかだ運

動″。街中のオレンジ色の

幟
のぼり

が目印です。

【 連 絡 先 】 ☎（ ５ ４）

２１１１健康推進課健康係

　キッチンからはじまる笑
顔の輪を広げるお手伝いが
できれば幸いです。その他
花画廊や園芸広場、カフェ
を併設、手芸サロンなどを
展開しています。

【連絡先】☎（５５）３０７７

震災後初めての再会につな

がる場面もありました。

　今後はこうした交流の機

会をつくりながら、モビリ

ア仮設住宅のみならず地域

やまちづくりを見据え、陸

前高田市の復興の一助とし

て活動していきます。

【連絡先】☎（５６）４１１１

　陸前高田市では、地域

の皆さんがつながるきっ

かけとしての花壇や畑づ

くりのお手伝いなどを行

っています。お気軽にご

相談ください。

【 連 絡 先 】 ☎ ０ １ ９ ８

（２２）４７４８

復興支援・まちづくりに関する各種活動をご紹介！

復興支援・まちづくりレポート③

その他　「コミュニティ」に関する窓口や団体の連絡先

コミュニティ

寒い冬の季節、心がほっこりするような“つながり”をひろげたい 
市内で行われている「コミュニティ」に関する活動を紹介します。

はまってけらいん かだってけらいん運動 コミュニティキッチン

畑でつながろう

コミュニティ

八 起 足 湯

（陸前高田市保健医療福祉未来図会議） （再生の里ヤルキタウン）

（陸前たがだ八起プロジェクト） （結っこ花巻）



⑪

　職場や仮設住宅など、移動図書館を利用した

い団体を募集しています。

　日程表に組み入れて巡回しますので、図書館

☎（５４）３２２７に申し込みください。

１２月の移動図書館１２月の移動図書館

気仙町牧田

米崎町神田

米崎町川内

高田町東和野

米崎町川内

小友町沢辺

小友町矢の浦

広田町大久保

広田町天王前

広田町大久保

広田町泊

高田町中田

米崎町神田

小友町宮崎

小友町柳沢前

小友町財当

横田町志田実

横田町本宿

気仙町牧田

気仙町上長部

高田町下和野

高田町大隅

高田町東和野

竹駒町館 

高田町中田

竹駒町相川

竹駒町仲の沢

竹駒町相川

矢作町二又

矢作町沖 

矢作町神明前

高田町大隅

高田町下和野

矢作町諏訪

矢作町東角地

高田町鳴石

竹駒町滝の里

横田町黄金山

横田町久連坪

高田町山苗代

　日
（
木
）

　日
（
水
）

　日
（
木
）

１０：１５

１０：４５

１３：００

１３：５５

１４：４０

１０：１０

１１：００

１１：３０

１３：０５

１３：５０

１４：３０

１５：１０

１０：００

１１：００

１３：０５

１３：５０

１４：３０

　９：３０

１０：００

１１：１５

１３：２０

１４：１０

１５：１０

　９：５０

１０：３０

１２：３０

１３：３０

１４：２０

　９：３０

１０：１５

１１：００

１３：３０

１４：３０

１０：１０

１１：００

１３：００

１４：００

１４：３５

１０：００

１１：００

１３：２０

１３：５０

１４：４０

気仙小学校

長部小仮設住宅

高田東中学校

米崎保育園・高田保育所

高寿園

米崎小学校

黄川田敦子さん宅 

村上峯子さん宅前

広田小学校

広田保育園

鈴木恭子さん宅

広田湾漁協

松原苑

米崎中仮設住宅

小友小学校

小友保育所

東部デイサービス

野露篤子さん宅

横田小学校

本宿会館 

長部保育所

上長部地区仮設住宅

やどかり学童クラブ（高田小学校内）

ひかみの園

きらりんキッズ

あすなろホーム

竹駒保育園

小規模多機能ホーム 厨

シェリール

竹駒小学校

西部デイサービス 

矢作保育所（阿部商店前）

生出 石橋屋商店

矢作小学校

希望ヶ丘病院

高田小学校

下矢作保育園

陸前高田矢作駅（鉄道）

高田一中仮設住宅  

滝の里仮設住宅

横田保育園

横田中仮設住宅

サンビレッジ

日 地 区 名 時　間 駐  車  場  所

12

　日
（
金
）

13

　日
（
水
）

18

　日
（
木
）

19

　日
（
金
）

20

11

５

　日
（
水
）

４

・「安部公房とわたし」　山口　果林著　講談社

・「月神」　葉室　麟著　角川春樹事務所

・「老年の見識　ー大切なことは、自分らしく生きることー」　

三浦　朱門著　海竜社

・「三谷幸喜のありふれた生活　１１」三谷　幸喜著　朝日新聞

出版　

・「働かないの　ーれんげ荘物語ー」群　ようこ著　角川春樹事

務所

・「ライオンの棲む街」　東川　篤哉著　祥伝社

・「夜明けのカノープス」　穂高　明著　実業之日本社

・「織田作之助　永久保存版　ー昭和を駆け抜けた伝説の文士

“オダサク”ー」オダサク倶楽部著　河出書房新社

・「離島の本屋　ー２２の島で「本屋」の灯りをともす人たちー」

　朴　順梨著　ころから

・「おばけの作り方教えます」　芳賀　哲著　一声社

・「マーケティングってそういうことだったの！？　基礎から学

びたい人のための新入門書」　豊田　裕貴著　あさ出版

・「今すぐ使えるかんたんぜったいデキます！ワード２０１３」

　門脇　香奈子著　技術評論社

・「パニック障害とうまくつきあうルール」　べヴ・エイズベッ

ド著　大和書房

・「晩年の親鸞聖人　ー高齢者の生き方を学ぶー」宇野　弘之著

　国書刊行会

・「体型を選ばないゆったり着こなす大人のニット」ＮＨＫ出版

・「山伏ノート　（生きる技術！叢書）　－自然と人をつなぐ知恵

を武器に－」坂本　大三郎著　技術評論社

・「あなたの人生を変える一筆箋活用術」むらかみ　かずこ著　

自由国民社

・「就活女子」　ツカダ　マモル著　ナカニシヤ出版　

・「１週間でカンタン！毎日着せたいキッズニット」　岡　まり

子著　アップルミンツ

・「勉強の結果は机に向かう前に決まる」　池田　潤著　サンマ

ーク出版

　赤ちゃんの心とからだがしなやかに

イキイキと健やかに育つ、赤ちゃん体

操とベビーマッサージをイラストや写

真で解説しています。

「イキイキ赤ちゃん体操＆

ベビーマッサージ」　

山口　千恵子著　
（かもがわ出版）

今月の

みなさんの読みたい・
調べたいを応援します。

おすすめの１冊

新刊図書

図書館　☎（５４）３２２７

新刊図書

　■小説・エッセイ

　■  実 用 書



２０１３年（平成２５年）１１月１５日号　⑫

町 名 収　集　行　政　区

２区～７区
８区～１４区
１区、１５区、１６区
１区～８区
１区～７区
４区
１区～３区、５区、６区
７区～９区
１０区～１４区
１区～３区、１７区
４区、５区、１６区
６区～８区
９区、１１区、１２区甲乙
１０区、１３区～１５区
１区～５区甲乙
６区甲乙～１１区
１区～７区
８区～１０区
１２区、１３区
１区～３区、１１区、１４区、１５区
４区～７区
８区～１０区

２５日（水）
２６日（木）
２７日（金）
１９日（木）
１８日（水）
　３日（火）
２０日（金）
２８日（土）
２４日（火）
　２日（月）
　３日（火）
　４日（水）
　５日（木）
　６日（金）
　９日（月）
１０日（火）
１１日（水）
１２日（木）
１２日（木）
１３日（金）
１６日（月）
１７日（火）

１８日（水）
１９日（木）
２０日（金）
１２日（木）
１１日（水）
２４日（火）
１３日（金）
１６日（月）
１７日（火）
２８日（土）
２４日（火）
２５日（水）
２６日（木）
２７日（金）
　２日（月）
　３日（火）
　４日（水）
　５日（木）
　５日（木）
　６日（金）
　９日（月）
１０日（火）

１１日（水）
１２日（木）
１３日（金）
　５日（木）
　４日（水）
１７日（火）
　６日（金）
　９日（月）
１０日（火）
１６日（月）
１７日（火）
１８日（水）
１９日（木）
２０日（金）
２８日（土）
２４日（火）
２５日（水）
２６日（木）
２６日（木）
２７日（金）
　２日（月）
　３日（火）

燃えないごみ 空きびん 新聞・チラシ
雑誌・段ボール

矢作１～１６区

横田１～８区

竹駒１～７区

気仙１～１４区

高田１～５区と１６区

高田６～１５区と１７区

米崎１～１１区

小友１～１０区

広田１～１５区

（水）（土）

（火）（金）

（火）（金）

（水）（土）

（月）（木）

（火）（金）

（火）（金）

（月）（木）

（月）（木）

矢　作

横　田
竹　駒

気　仙

高　田

米　崎

小　友

広　田

H25.10. 8

H25.10. 8

H25.10. 8

H25.10. 8

H25.10. 8

H25.10. 8

H25.10. 8

H25.10.23

H25.10.23

H25.10.23

H25.10.24

H25.10.23

H25.10.23

H25.10.23

H25.10.23

H25.10.23

H25.10.31

0.18

0.06

0.34

0.14

0.03

0.12

0.14

0.08

0.13

0.14

0.06

0.14

0.06

0.08

0.07

0.08

0.12

0.16

0.06

0.18

0.13

0.03

0.12

0.14

0.08

0.13

0.11

0.07

0.10

0.06

0.07

0.07

0.09

0.14

0.12

0.06

0.12

0.13

0.03

0.09

0.11

0.08

010

0.08

0.06

0.08

0.06

0.06

0.08

0.09

0.15

玄関前（0.09、0.09、0.08）

玄関前（0.08、0.08、0.06）

玄関前（0.06、0.06、0.05）

玄関前（0.06、0.05、0.05）

生出コミセン

二又診療所

飯森公民館

最終処分場

市役所庁舎前

サンビレッジ

モビリア

矢作保育所

下矢作保育園

横田保育園

竹駒保育園

長部保育所

高田保育所

米崎保育園

小友保育所

広田保育園

平根山

玄関右脇雨樋

玄関前

玄関左側雨樋

埋設場所

南側１号棟出入口

玄関右側軒下

センターハウス左側雨樋

遊戯室前雨樋

園庭入口門

築山

砂場

保育所門手前の側溝

すみれ組軒下

砂場

運動場

園庭

牧草仮置場

５㎝ ５０㎝ １００㎝
測定月日 測 定 場 所 場　所（詳細） 備　考

測　定　結　果 （単位：μ㏜／時）

■放射能測定結果一覧（１０月分：継続）

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３５）、保育所（園）は社会福祉課児童福祉係（内線
２３４）、牧草に関することは農林課農政係（内線４７３）まで。

●燃えるごみ、燃えないごみは陸前高田市指定の袋で出してください。

●清掃センターでは、事業者から出る発泡スチロールやＰＰバンドなど

の産業廃棄物は受け入れしませんので、持ち込まないでください。

●庭先や空き地での家庭ごみの焼却は法律で禁止されています。

●せん定した枝や枯草の焼却は放射性物質の拡散の可能性があるので自

粛してください。

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３４）まで。

※祝日は収集しません。

　陸前高田市指定のごみ袋に行政区と世帯主の氏名を記入

し、当日の朝８時３０分までに集積場所に出してください。

・仮設住宅に住んでいる人は、

仮設住宅専用の集積場所に出

してください。

・布団やブルーシートを出す際

は、小さくたたんで、十字ま

たは２か所を丈夫なひもでし

ばって出してください。（１m

以内、紙ひもは不可）

・段ボールは５０㎝×６０㎝以

内の大きさにして、紙ひもで

しばって出してください。

・ごみを３袋を超えて出す場合

は、清掃センターに直接持ち

込んでください。

燃えないごみ・空きびん・新聞・チラシほか収集日 燃えるごみ収集日

１２月のごみ収集日について１２月のごみ収集日について

ごみを出す際の注意ごみを出す際の注意



⑬

　

専
門
の
医
師
が
、
義
肢
、
装
具
、

車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
製
作
、

修
理
お
よ
び
適
合
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時

会
場　

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎　

（
大
船
渡
市
猪
川
町
）　

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

申
込
締
切
日　

12
月
３
日
（
火
）

持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者
手

帳
／
印
鑑
／
補
装
具

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先　

社
会

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内
線

２
３
２
）
※
事
前
連
絡
す
る
こ
と

　

岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
12
月
中
に
限
り
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
員
が
、
福
祉
や
介
護
の
仕
事
、

資
格
の
取
得
、
求
人
情
報
や
就
職

支
援
な
ど
の
各
種
相
談
に
電
話
で

応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

☎
担
当
坂
本

０
８
０
（
８
２
０
１
）
０
２
０
０

　

次
の
日
程
に
よ
り
、
全
血
献
血

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
（
月
）

・
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

陸
前
高
田
市
役
所

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
お
願
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
社
会
課
高

齢
福
祉
係
（
内
線
２
０
２
）

　

「
津
波
や
地
震
で
家
も
車
も
失

っ
た
の
に
、
ロ
ー
ン
は
残
っ
て
支

払
い
が
難
し
い
」「
事
業
を
再
開

し
た
い
が
地
震
で
壊
れ
た
設
備
の

借
り
入
れ
が
残
っ
て
い
る
」
な
ど

の
悩
み
を
持
つ
個
人
や
個
人
事
業

主
を
対
象
に
、
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日(

火)

午
前
10

時
～
午
後
２
時
30
分

会
場　

市
役
所
東
棟
第
９
会
議
室

電
話
相
談　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
（
３
８
０
）
８
８
３

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先　

一
般
社
団
法
人

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

運
営
委
員
会
岩
手
支
部
☎
０
１
９

（
６
０
６
）
３
６
２
２

　

高
田
町
字
山
苗
代
に
重
度
障
が

い
児(

者)

を
対
象
に
し
た
多
機

能
型
施
設
を
建
設
す
る
に
あ
た

り
、
地
域
に
馴
染
め
る
よ
う
な
障

が
い
者
で
も
覚
え
や
す
い
名
称
を

募
集
し
ま
す
。
※
採
用
さ
れ
た
人

に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法　

平
成
26
年
１
月
31
日

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
／
問
い
合
わ
せ
先　

慈
愛
福

祉
学
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
（
21
）
１
１
２
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
21
）
１
１
２
０

　

新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
を
祝

い
、
社
会
人
と
し
て
新
た
な
自
覚

を
も
っ
て
飛
躍
す
る
よ
う
期
待
し

て
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
（
受

付　

午
前
９
時
～
）

会
場　

市
立
第
一
中
学
校
体
育
館

対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
で
市
出
身
者
及
び
市
内
在
住
者

※
対
象
者
に
は
８
月
下
旬
に
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
内
線
２
５
５
）

　

市
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
防
災

情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や
メ
ー
ル
で
確

認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
し
ま

し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
次
の
ア
ド
レ
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
す
る
こ
と

で
、
防
災
無
線
の
内
容
や
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
メ
ー
ル
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン　

http://w
w

w
.dosha.

city.rikuzentakata.iw
ate.jp

携
帯
電
話　

http://w
w

w
.dosha.

city.rikuzentakata.iw
ate.jp

/

m
obile

問
い
合
わ
せ
先　

防
災
対
策
室

（
内
線
１
６
５
）

　

ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
で

あ
り
、
参
議
院
議
員
、
ま
た
、
本

市
の
参
与
で
も
あ
る
渡
邉
美
樹
さ

ん
に
よ
る
事
業
展
開
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
支
援
制
度
の
活
用
や
資
金
調

達
手
段
等
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分
（
受
付
午
後

２
時
～
）

場
所　

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
大
船

渡
市
盛
町
）

定
員　

340
人
（
無
料
）

対
象　

経
営
者
、
個
人
事
業
主
、

起
業
を
考
え
て
い
る
人
、
復
興
に

携
わ
る
す
べ
て
の
人

申
込
方
法　

氏
名
、
会
社
名
ま
た

は
団
体
名
、
役
職
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
お
住
ま
い
の

地
域
（
陸
前
高
田
、大
船
渡
、住
田
）

を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

03
（
６
５
５
１
）

０
４
１
０

・

メ

ー

ル　

inform
ation1@

w
atanabem

iki.net

申
込
締
切
日　

11
月
24
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先　

渡
邉
美
樹
事
務

所
☎
03
（
６
５
５
０
）
０
４
１
０

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
へ

補
装
具
の
巡
回
相
談

福
祉
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
へ

キ
ャ
リ
ア
支
援
員
に
よ
る

福
祉
の
し
ご
と
出
張
相
談

病
気
な
ど
で
血
液
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を
！

震
災
で
失
っ
た
自
宅
や
車
の
ロ

ー
ン
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か

個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

慈
愛
福
祉
学
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
か
ら

新
し
く
建
て
る
施
設
の
名

称
を
公
募
し
ま
す

20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
す　

１
月
12
日
に
成
人
式
を
開
催

防
災
対
策
室
か
ら

防
災
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

登
録
し
て
く
だ
さ
い

事
業
経
営
で
復
興
促
進

気
仙
地
区
復
興
特
別
勉
強
会

日
時

場
所

日
時

会
場

申
込
締
切
日

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

会
場

問
い
合
わ
せ
先

日
時

会
場

電
話
相
談

受
付
時
間

問
い
合
わ
せ
先

応
募
方
法

応
募
／
問
い
合
わ
せ
先

日
時

会
場

対
象

問
い
合
わ
せ
先

日
時

対
象
定
員

申
込
方
法

申
込
締
切
日

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

パ
ソ
コ
ン

携
帯
電
話

持
参
す
る
も
の

対
象
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負
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大
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赤
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日
S
u
n
d
a
y

月
M
o
n
d
a
y

火
T
u
es
d
a
y

水
W
ed
n
es
a
y

木
T
h
u
rs
d
a
y

金
F
ri
d
a
y

土
S
a
tu
rd
a
y

健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
１２

月
１２

月
健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0
1
3

De
ce
m
be
r

De
ce
m
be
r

 ・
休
日
当
番
医

　
佐
々
木
内
科
医
院
（
盛
町
）

　
☎（
２
７
）
２
１
８
１

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
む
ら
か
み
歯
科
医
院
（
竹
駒
町
）

　
☎（
５
５
）
５
１
５
０

 ・
休
日
当
番
医

　
及
川
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
盛
町
）

　
☎（
２
１
）
１
２
２
７

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
ほ
り
の
う
ち
歯
科
医
院
（
立
根
町
）

　
☎（
２
７
）
５
６
６
６

 ・
休
日
当
番
医

　
え
ん
ど
う
消
化
器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
盛
町
）

　
☎（
２
１
）
１
５
５
５

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
平
成
歯
科
医
院
（
高
田
町
）

　
☎（
５
５
）
２
８
０
０

 ・
休
日
当
番
医

　
滝
田
医
院
（
大
船
渡
町
）

　
☎（
２
９
）
３
１
０
８

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
気
仙
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
米
崎
町
）

　
☎（
５
５
）
３
２
３
８

 ・
休
日
当
番
医

　
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
高
田
町
）

　
☎（
５
３
）
１
７
２
１

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
い
い
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
船
渡
町
）

　
☎（
２
６
）
０
０
８
２

 ・
休
日
当
番
医

　
吉
浜
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎（
４
５
）
２
０
０
７

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
広
沢
歯
科
医
院
（
盛
町
）

　
☎（
２
７
）
４
３
１
０

 ・
休
日
当
番
医

　
石
倉
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
船
渡
町
）

　
☎（
２
１
）
２
５
２
５

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
横
沢
歯
科
医
院
（
住
田
町
）

　
☎（
４
６
）
３
０
５
０

 ・
休
日
当
番
医

　
越
喜
来
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎（
４
４
）
２
１
０
３

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
越
喜
来
歯
科
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎（
４
４
）
２
１
４
３

◆
１
月
の
健
診
日
程
 ◆

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

ふ ふ

 ・
　
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２
３
．５
月
、６
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

ふ

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

 ・
　
３
歳
６
か
月
児
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２１
．１
２
月
、Ｈ
２２
．１
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

 ・
弁
護
士
仮
設
住
宅
派
遣
事
業

　
 滝
の
里
工
業
団
地
 １
９
：
０
０
～
２
０
：
３
０

＝
陸
前
高
田
市
役
所

＝
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

＝
米
崎
コ
ミ
セ
ン

＝
竹
駒
コ
ミ
セ
ン

＝
黒
崎
温
泉

市 ふ 米 竹 黒

凡
　
例

　
８
日
（
水
）
7
か
月
児
健
康
相
談

２
９
日
（
水
）
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

 ・
　
市
民
相
談

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

竹

 ・
　
３
歳
６
か
月
児
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２
２
．６
月
～
７
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

ふ竹竹

 ・
　
巡
回
相
談
会
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 ・
　
離
乳
食
教
室
（
要
予
約
：
内
線
24
3）

　【
対
象
】Ｈ
２
５
．７
～
８
月
生

　【
受
付
】
９
：
４
５
～
１
０
：
０
０

 ・
　
被
災
求
職
者
就
業
支
援
事
業

　（
お
仕
事
相
談
会
）１
０：
０
０
～
１
２：
０
０

竹

１
２
月
１
８
日
（
水
）
に
行

わ
れ
る
２
歳
６
か
月
児
歯

科
健
診
に
は
、
子
ど
も
が

使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 ・
出
前
法
律
相
談
１
３：
３
０
～
１
６：
０
０

　　
　※
要
予
約
 法
テ
ラ
ス
 ☎
０
５
０（
３３
８３
）１
４
０２

 ・
　
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
１０
：０
０～
１５
：０
０

　
【
育
児
相
談
】
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

 ・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス
ポ
ッ
ト

　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

ふふ

 ・
弁
護
士
仮
設
住
宅
派
遣
事
業

　
 三
日
市
工
業
団
地
 １
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０

　
 狩
集
地
区
民
有
地
 １
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０

　
 堂
の
沢
地
区
民
有
地
 １
６
：
０
０
～
１
７
：
３
０

市 市

  ・
　
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
個
別
相
談
会

　
１
０
：
０
０
～
１
４
：
３
０

  ・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス
ポ
ッ
ト

　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

市
  ・
　
全
血
献
血

　
　
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

　
　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

市

 ・
こ
こ
ろ
サ
ロ
ン
け
せ
ん

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
３
０

　　
　大
船
渡
保
健
所

　　
　※
要
予
約
　☎
 （
２
７
）
９
９
１
３

 ・
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

市

 ・
　
社
会
保
険
相
談
会

　
１
０
：
３
０
～
１
５
：
３
０

　　
　一
関
年
金
事
務
所

　　
　※
要
予
約
 ☎
 ０
１
９
１
（
２
３
）
４
２
４
６

 ・
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０

　　
　大
船
渡
保
健
所
※
要
予
約
　☎
（
２７
）９
９１
３

 ・
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

市市

 ・
　
い
き
い
き
ラ
イ
フ

　（
気
仙
町
今
泉
地
区
）

 ・
　
被
災
求
職
者
就
業
支
援
事
業

　（
お
仕
事
相
談
会
）１
０：
０
０
～
１
２：
０
０

市黒

 ・
　
い
き
い
き
ラ
イ
フ

　（
竹
駒
町
）

 ・
　
被
災
求
職
者
就
業
支
援
事
業

　（
お
仕
事
相
談
会
）１
０：
０
０
～
１
２：
０
０

市黒

 ・
　
い
き
い
き
ラ
イ
フ

　（
気
仙
町
長
部
地
区
）

 ・
　
法
律
相
談

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
３
０

 ・
　
被
災
求
職
者
就
業
支
援
事
業

　（
お
仕
事
相
談
会
）１
０：
０
０
～
１
２：
０
０

市 市黒

 ・
　
岩
手
県
行
政
書
士
会
な
ん
で
も

　
相
談
会
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

市

米

◆
編

集
・

発
行

◆
　

陸
前

高
田

市
企

画
部

ま
ち

づ
く

り
戦

略
室

　
〒

０
２
９

－
２
２
９
２

 岩
手

県
陸

前
高

田
市

高
田

町
字

鳴
石

４
２

番
地

５
　

☎
０
１９

２
（

５
４

）
２
１
１
１

（
内

線
１７

３
）

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 h
tt

p
:/
/w

w
w

.c
it

y
.r

ik
u
ze

n
ta

k
a
ta

.i
w

a
te

.j
p
　

Ｅ
メ

ー
ル

 s
e
n
ry

a
k
u
@

c
it

y
.r

ik
u
ze

n
ta

k
a
ta

.i
w

a
te

.j
p


